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主
は
復
活
さ
れ
て
か
ら
四
十
日
間
に
亘
り
使

徒
た
ち
に
現
れ
、
彼
ら
の
目
の
前
で
『
昇
天
』

さ
れ
た
。
そ
の
十
日
後
、
五
旬
祭
の
日
に
彼
ら

に
聖
神
を
送
ら
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
福
音
を
伝

え
る
こ
と
が
彼
ら
の
使
命
と
な
り
、
人
々
に
新

た
な
る
生
活
を
も
た
ら
す
働
き
を
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

 

教
会
は
主
の
復
活
か
ら
の
五
十
日
目
を
『
聖

神
降
臨
祭
』
と
し
て
こ
の
偉
大
な
日
を
記
憶
し

て
い
る
。
こ
の
聖
神
は
ど
こ
に
で
も
吹
く
激
し

い
風
の
よ
う
で
あ
り
、
暖
め
る
炎
の
よ
う
で
あ

り
、
世
界
の
民
族
の
言
語
を
作
る
力
を
持
っ
て

い
る
。
人
に
呼
吸
が
必
要
な
よ
う
に
、
信
仰
生

活
を
送
る
上
で
聖
神
の
助
け
は
必
要
で
あ
り
、

神
・
父
の
愛
を
各
人
に
満
た
し
、
励
ま
す
の
で

あ
る
。
ま
た
人
と
人
を
隔
て
る
不
寛
容
、
貧

困
、
傲
慢
、
偏
見
、
民
族
、
宗
教
な
ど
に
よ
っ

て
人
の
心
に
生
ま
れ
る
障
壁
を
聖
神
に
よ
っ
て

砕
き
、
平
和
を
生
み
出
す
よ
う
に
導
く
。
こ
の

導
き
を
も
っ
て
教
会
は
福
音
を
待
ち
望
む
人
々

に
、
救
い
主
イ
イ
ス
ス
の
生
涯
と
言
葉
を
伝
え

て
い
る
。 

 

聖
神
は
、
生
き
て
ゆ
く
う
え
で
恐
怖
に
襲
わ

れ
、
互
い
の
信
頼
を
失
い
か
け
る
と
き
、
勇
気

を
あ
た
え
、
愛
に
満
ち
た
息
吹
を
吹
き
か
け
て

く
だ
さ
る
。
そ
し
て
私
た
ち
の
胸
に
聖
な
る
喜

び
を
抱
い
て
生
き
て
行
け
る
よ
う
に
神
に
願
う

の
で
あ
る
。 

崇め讃めらるる哉 

ハリストス我等の神よ、 

爾は漁者に聖神を遣して 

睿智者と為し、 

彼等を以て世界を漁し得たり、 

人を愛する主よ、光栄は爾に帰す 
     

― 聖神降臨祭トロパリ ― 
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二
〇
二
〇
年
四
月
十
九
日
㈰
、
管
轄
司
祭
在
住
教
会

で
は
復
活
大
祭
の
奉
事
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
異
例
尽
く
し
の
形
と
な
っ
た
が
、
参

祷
が
叶
わ
な
か
っ
た
信
徒
も
主
の
復
活
を
そ
れ
ぞ
れ
に

噛
み
し
め
て
迎
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

全
て
で
は
な
い
が
各
地
の
復
活
祭
の
様
子
を
伝
え
る
。 

■
仙
台
管
轄 

 

仙
台
で
は
朝
九
時
か
ら
十
字
行
、
聖
堂
前
で
開
始
の

祈
り
、
そ
し
て
聖
体
礼
儀
を
行
っ
た
。
参
祷
者
は
十
四

人
。
祈
祷
後
は
速
や
か
に
解
散
し
た
。
五
月
三
日
㈰
は

白
河
で
復
活
大
祭
の
奉
事
が
行
わ
れ
た
。 

■
石
巻
管
轄 

 

石
巻
で
は
教
衆
と
司
祭
の
家
族
の
み
で
聖
大
パ
ス
ハ

聖
体
礼
儀
を
祝
っ
た
。
ま
た
、
一
度
に
参
祷
者
が
集
ま

る
こ
と
を
避
け
て
、
光
明
週

間
の
月
曜
と
土
曜
に
聖
体
礼

儀
を
行
っ
た
。 

■
一
関
管
轄 

 

一
関
で
は
当
日
の
朝
に
復

活
祭
が
行
わ
れ
日
形
の
信
徒

も
加
わ
っ
た
。
岩
手
県
は
唯

一
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
陽
性

感
染
者
が
い
な
い
と
さ
れ
ピ

リ
ピ
リ
感
は
薄
い
。
日
形
で

四
月
二
十
一
日
に
墓
地
祈
祷

が
、
金
成
は
五
月
三
日
に
十

人
で
復
活
祭
が
行
わ
れ
た
。 
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■
盛
岡
管
轄 

 

盛
岡
で
は
当
初
は
深
夜
に
復
活
祭
を
行
う
予

定
だ
っ
た
が
、
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に

直
前
に
当
日
朝
の
祈
祷
、
規
模
縮
小
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
信
徒
の
協
力
の
下
、
素
晴
ら
し

い
復
活
祭
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
北
鹿
で
は

四
月
二
十
五
日
㈯
、
復
活
祭
聖
体
礼
儀
に
先
立

ち
洗
礼
も
行
わ
れ
、
二
重
に
お
め
で
た
い
喜
び

の
日
と
な
っ
た
。 

■
函
館
管
轄 

 

函
館
で
も
当
日
朝
、
種
々
の
感
染
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
行
わ
れ
た
。
思
い
の
外
多
く
の
参

祷
者
が
あ
り
、
例
年
通
り
十
字
行
も
出
来
た
。

上
磯
で
は
五
月
十
日
㈰
午
前
、
函
館
か
ら
の
信

者
も
加
わ
り
行
っ
た
。
毎
年
沢
山
の
信
徒
が
集

ま
る
墓
地
祈
祷
は
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
。 

■
札
幌
管
轄 

 

当
日
は
暖
か
な
天
候
だ
っ
た
が
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
策
に
よ
る
参
祷
自
粛
要
請
の
た
め
、

参
祷
者
は
四
十
名
程
だ
っ
た
。
四
月
二
十
六
日

に
は
小
樽
で
、
五
月
三
日
に
は
苫
小
牧
で
復
活

祭
は
行
わ
れ
た
。 

■
釧
路
管
轄 

 

午
前
〇
時
よ
り
司
祭
夫
婦
二
名
に
て
聖
大
パ

ス
ハ
聖
体
礼
儀
を
行
っ
た
。
信
徒
の
参
祷
を
中

止
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
用
い
て
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
し
た
。
十
時
よ
り

聖
堂
玄
関
前
に
机
を
並
べ
、
紅
卵
を
成
聖
し
、

十
一
名
が
参
祷
し
て
「
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！
」

と
呼
び
合
っ
て
僅
か
な
時
間
だ
っ
た
が
喜
び
を

共
に
し
た
。 
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▲モスクワの救世主大聖堂での記念聖体礼儀 

 昨年の全国公会以降、東京の副主教としてのお勤めも精力的にこなされ、  

 多忙な日々をお過ごしのセラフィム大主教座下のご動静をお伝えします。 

▲モレーベンの最後で「幾年も」を祈り、 

 セラフィム大主教座下の祝福を受ける参祷者たち 

 

仙
台
正
教
会
で
は
、
1
月
12
日
㈰
に
暦
を
先

取
り
し
て
割
礼
祭
（
聖
大
ワ
シ
リ
イ
祭
）
と
併

せ
て
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
聖
名
祭
で
あ

る
サ
ロ
フ
の
聖
セ
ラ
フ
ィ
ム
祭
の
奉
事
が
行
わ

れ
た
。
聖
体
礼
儀
に
続
い
て
、
1
月
の
聖
名
祭

と
成
人
の
日
を
迎
え
た
お
二
人
の
た
め
の
モ

レ
ー
ベ
ン
が
行
わ
れ
た
。
祈
祷
後
、
水
口
神
父

よ
り
着
座
20
周
年
を
迎
え
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主

教
座
下
に
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
東
日
本

主
教
々
区
の
神
品
一
同
か
ら
の
お
祝
い
と
、
仙

台
正
教
会
か
ら
お
祝
い
の
花
束
と
婦
人
会
・
方

舟
会
・
聖
歌
隊
か
ら
の
贈
物
が
渡
さ
れ
、
参
祷

者
一
同
「
幾
歳
も
」
を
唱
和
し
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、
1
月
29
日
か
ら
2
月
4

日
に
か
け
て
キ
リ
ル
総
主
教
聖
下
着
座
11
周
年
記
念
式
典

出
席
の
た
め
に
訪
露
さ
れ
た
。
2
月
1
日
㈯
、
モ
ス
ク
ワ

の
救
世
主
大
聖
堂
で
三
百
名
近
い
主
教
品
に
よ
り
記
念
聖

体
礼
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
2
月
2
日
㈰
は
モ
ス
ク
ワ
市

オ
ル
デ
ィ
ン
カ
大
路
に
あ
る
『
全
て
の
悲
し
む
者
の
喜

び
』
生
神
女
聖
像
記
念
大
聖
堂
に
お
い
て
渉
外
局
長
イ
ラ

リ
オ
ン
府
主
教
座
下
、
キ
エ
フ
神
学
ア
カ
デ
ミ
ア
及
び
セ

ミ
ナ
リ
ア
の
学
長
シ
ル
ベ
ス
ト
ル
主
教
座
下
と
共
に
聖
体

礼
儀
を
行
わ
れ
た
。
祈
祷
後
に
は
「
二
〇
二
〇
年
と
い
う

年
は
日
本
正
教
会
の
聖
自
治
の
祝
福
を
受
け
て
か
ら
五
〇

年
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
日
本
宣
教
団
の
発
足
か
ら
一
五
〇

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
」
と
挨
拶
な
さ
っ
た
。 

▲挨拶なさるセラフィム大主教座下 

大主教座下の聖名祭 

キリル総主教聖下 

着座11周年記念式典参加 
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▲故フェオドシイ永島府主教座下とペトル有原 

 主教座下のリティヤをご司祷 5/10 ▲ニコライ堂における復活大祭 4/19 

 

2
月
15
日
か
ら
16
日
に
か
け
て

東
京
に
出
向
か
れ
た
セ
ラ
フ
ィ
ム
大

主
教
座
下
は
、
丁
度
主
日
と
重
な
っ

た
「
亜
使
徒
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
」
を
ニ

コ
ラ
イ
堂
で
司
祷
さ
れ
た
。
16
日

㈰
の
聖
体
礼
儀
と
、
聖
ニ
コ
ラ
イ
の

不
朽
体
を
前
に
「
聖
人
に
寄
り
恃
む

祈
祷
（
モ
レ
ー
ベ
ン
）
」
を
執
り
行

わ
れ
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
3
月
7
日
㈯

か
ら
15
日
㈰
に
か
け
て
東
京
に
赴
か
れ
、
主

日
の
祈
祷
を
二
回
ご
司
祷
な
さ
っ
た
。
ま
た

11
日
㈬
と
13
日
㈮
に
は
、
先
備
聖
体
礼
儀
を

執
り
行
わ
れ
た
。 

 

ま
た
4
月
に
は
聖
枝
祭
、
受
難
週
、
復
活

大
祭
の
祈
祷
を
ご
司
祷
な
さ
っ
た
。
奉
事
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
て
非
公
開
で
聖
職
者
の

み
で
行
わ
れ
た
。
19
日
㈰
朝
9
時
よ
り
、
聖

職
者
と
数
人
の
堂
役
及
び
詠
隊
で
復
活
大
祭

祈
祷
が
行
わ
れ
た
。
一
般
参
祷
者
の
い
な
い

復
活
祭
は
極
め
て
異
例
の
事
態
で
あ
っ
た
。 

 

5
月
10
日
㈰
は
、 

主
日
聖
体
礼
儀
後
に 

故
フ
ェ
オ
ド
シ
イ
永 

島
府
主
教
座
下
と
ペ 

ト
ル
有
原
主
教
座
下 

の
リ
テ
ィ
ヤ
を
献
じ 

ら
れ
た
。 

日本の亜使徒聖ニコライ祭 

大斎祈祷と復活大祭のご司祷 



 

私
た
ち
は
神
・
聖
神
に
向
か
っ
て
祈
る

時
、
「
天
の
王
、
慰
む
る
者
や
、
」
で
始

ま
る
祈
祷
を
捧
げ
ま
す
。
こ
の
中
の
「
慰

む
る
者
」
と
い
う
言
葉
は
、
イ
オ
ア
ン
に

よ
る
福
音
書
の
中
に
出
て
く
る
「
撫
恤

者
」
（
な
ぐ
さ
む
る
も
の
）
か
ら
取
ら
れ

た
も
の
で
す
。
「
撫
恤
者
」
と
は
「
即
ち

聖
神
」
の
こ
と
で
す
（
14
章
26
節
）
。
他

に
も
「
我
が
父
よ
り
爾
等
に
遣
さ
ん
と
す

る
撫
恤
者
、
真
実
の
神
、
父
よ
り
出
づ
る

者
は
来
ら
ん
時
、
彼
、
我
の
事
を
証
せ

ん
」
（
15
章
26
節
）
と
あ
り
ま
す
。 

「
な
ぐ
さ
む
る
も
の
」
と
ふ
り
が
な
が
振
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

漢
字
と
し
て
は
「
な
で
る
」
「
さ
す
る
」
「
い
た
わ
る
」
と
い
う

意
味
の
「
撫
」
と
、
「
心
配
す
る
」
「
あ
わ
れ
む
」
「
め
ぐ
む
」

と
い
う
意
味
の
「
恤
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
撫
恤
（
ぶ
じ
ゅ

つ
）
」
と
い
う
熟
語
を
広
辞
苑
で
引
く
と
「
い
つ
く
し
み
あ
わ
れ

む
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。
祈
祷
書
な
ど
で
は
撫
恤
者
を
「
ぶ
じ
ゅ

つ
し
ゃ
」
と
読
ま
せ
て
い
た
り
し
ま
す
。 

 

「
撫
恤
者
」
と
訳
さ
れ
た
原
語
は
「
パ
ラ
ク
レ
ト
ス
」
と
い

い
、
も
と
も
と
「
（
補
助
や
救
助
の
た
め
に
）
そ
ば
に
呼
び
寄
せ
ら
れ

た
者
」
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
「
助
け
主
」
（
口
語

訳
）
、
「
弁
護
者
」
（
新
共
同
訳
）
、
「
守
護
す
る
も
の
」
（
バ
ル
バ

ロ
訳
）
な
ど
、
様
々
な
翻
訳
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
正
教
会
は

「
撫
恤
者
」
と
訳
し
ま
し
た
（
た
だ
し
『
新
約
』
で
は
当
初
は
「
慰
む

る
者
」
と
書
い
て
い
た
が
校
正
の
時
に
「
撫
恤
」
の
漢
字
を
当
て
た
ら

し
い
）
。 

 

日
本
語
の
「
な
ぐ
さ
む
」
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
滑
ら
か
な
音
声
を

表
す
「
ナ
」
を
元
に
し
た
「
や
わ
ら
ぐ
」
「
静
ま
る
」
「
穏
や
か
に
な

る
」
を
表
す
「
ナ
グ
ル
」
か
ら
派
生
し
た
言
葉
で
、
「
心
を
落
ち
着
か

せ
る
」
「
憂
い
を
解
き
、
そ
の
心
を
平
安
に
す
る
」
と
い
う
意
味
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

神
・
聖
神
は
、
ま
さ
し
く
イ
イ
ス
ス
と
別
れ
た
弟
子
た
ち
の
憂
い
を

解
き
、
平
安
に
し
、
力
づ
け
、
励
ま
し
、
信
仰
を
育
む
働
き
を
し
ま
し

た
。
弟
子
た
ち
は
「
聖
神
の
慰
を
得
て
」
（
使
徒
行
実
9
章
31
節
）
、

教
会
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
し
た
。
聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
は
、
神
・
聖
神

の
思
い
は
「
生
命
」
で
あ
り
「
平
安
」
で
あ
る
と
教
え
ま
し
た
（
ロ
マ

8
章
6
節
）
。 

 

聖
師
父
の
代
表
で
あ
る
聖
金
口
イ
オ
ア
ン
は
「
ハ
リ
ス
ト
ス
が
聖
神

を
『
撫
恤
者
』
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
彼
等
（
弟
子
た
ち
）
が
抱
え
て

い
る
苦
し
み
の
た
め
で
あ
る
」
と
解
説
し
、
問
答
者
聖
グ
リ
ゴ
リ
イ
は

「
撫
恤
者
は
、
痛
悔
す
る
者
の
悲
し
み
を
解
き
、
赦
し
の
希
望
に
よ
っ

て
元
気
づ
け
る
」
と
教
え

て
い
ま
す
。 

 

21
世
紀
の
困
難
な
時
代

に
生
き
る
私
た
ち
も
、
今

こ
そ
「
撫
恤
者
」
で
あ
る

神
・
聖
神
へ
の
祈
り
を
熱

心
に
持
つ
こ
と
が
必
要
で

す
。
「
天
の
王
、
慰
む
る

者
や
、
～
来
た
り
て
我
等

の
中
に
居
り
、
～
我
等
の

霊
を
救
い
給
え
」
。 

「撫恤者
なぐさむるもの

」長司祭 ダヴィド 水口優明 

6 
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 1月26日㈰主日聖体礼儀後に、仙台では1月末に休職なさった長司祭ワシリイ

加藤神父様の慰労感謝会が行われた。神父様は昭和47年に輔祭叙聖、昭和55年

長輔祭昇叙、平成8年司祭叙聖、平成28年に長司祭に昇叙され、神品として40年

の長きにわたり奉職された。これまでの数々のご功績に対しセラフィム大主教座

下より感謝の言葉が述べられ、記念品と感謝状が教団からの慰労金と併せて加藤

神父様に渡された。また教会から花束や感謝の

贈り物も渡され「幾年も」が祈られた。 

 慰労感謝会は信徒会館で開かれ、加藤神父様

のご挨拶に続いて婦人会、方舟会、聖歌隊から

御礼の品々が渡された。思い出話を語ってくだ

さる方もあり、最後は、皆で歌を歌い、長い間

仙台正教会のためにご尽力下さった加藤神父様

への深い感謝の気持ちが伝えられた。  

 

3
月
2
日
㈪
か
ら
始
ま
っ
た
大
斎
初
週

祈
祷
は
、
仙
台
正
教
会
に
お
い
て
、
新
し
く

叙
聖
さ
れ
た
盛
岡
正
教
会
管
轄
司
祭
ピ
ー
メ

ン
松
島
神
父
と
マ
ト
シ
カ
の
研
修
の
機
会
と

な
っ
た
。 

 

先
備
聖
体
礼
儀
を
含
む
毎
日
の
朝
晩
の
祈

り
は
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
ご
指
導
を

受
け
な
が
ら
ピ
ー
メ
ン
松
島
神
父
が
司
祷
し

た
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
松
島
マ
シ
ト
カ
も
誦

経
や
聖
歌
の
研
修
を
受
け
、
毎
日
、
三
時
課

と
六
時
課
を
誦
経
し
た
。
大
主
教
座
下
か
ら

直
接
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
司
祭
研
修
は
大

変
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

大斎祈祷研修行われる 

長司祭ワシリイ加藤國枝神父様の休職 
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▲エカテリナ児玉繁子姉 

 

1
月
24
日
㈮
か
ら
26
日
㈰
ま
で
札
幌
正
教

会
を
会
場
に
北
海
道
各
地
の
教
会
か
ら
参
加

者
を
集
め
て
標
記
研
修
会
と
「
信
徒
学
び
の

会
」
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の
講
師
は
エ
カ
テ

リ
ナ
児
玉
繁
子
姉
と
エ
レ
ナ
笠
原
茂
子
姉
。

座
学
よ
り
も
実
技
指
導
を
中
心
と
し
た
。 

 
24

日
午
後
か
ら
研
修
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
始
ま
り
、
早
速
二
人
の
講
師
に
よ

る
実
技
指
導
が
行
わ
れ
た
。
初
日
は
復
活
祭

期
の
「
神
の
使
い
」
、
晩
祷
聖
歌
と
指
揮
法

を
取
り
上
げ
、
何
度
も
練
習
が
重
ね
ら
れ
た
。

25
日
は
初
め
に
ク
リ
メ
ン
ト
児
玉
神
父
か
ら

「
信
仰
ー
私
と
教
会
と
の
つ
な
が
り
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
話
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

埋
葬
式
、
聖
体
礼
儀
聖
歌
、
誦
経
者
と
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を
行
っ
た
。
晩
祷

で
は
担
当
者
を
決
め
て
実
践
に
臨
ん
だ
。 

 

翌
26
日
は
主
日
聖
体
礼
儀
、
大
聖
水
式
を

参
加
者
が
分
担
し
て
聖
歌
指
揮
に
立
っ
て
研

修
し
た
。
祈
祷
後
、
信
徒
会
館
で
「
信
徒
学

び
の
会
」
が
行
わ
れ
、
エ
フ
レ
ム
後
藤
神
父

か
ら
「
イ
イ
ス
ス
の
祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
が
あ
っ
た
。
研
修
後
の
反
省
会
で
は
、

様
々
な
意
見
や
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。 

▲エレナ笠原茂子姉 

▲実技指導を中心とした研修会 

▲エフレム後藤悠太神父 ▲クリメント児玉慎一神父 

▲「信徒学びの会」に集まった参加者と札幌教会信徒 ▲神現祭聖体礼儀と大聖水式が行われた 

北海道ブロック 

聖歌研修会・信徒学びの会 
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 3月20日㈮春分の日の11時より、

上下堤正教会において「宣教キャラ

バン」が開催された。以前には年に

3回行われ、各地の教会を神父と宣

教委員が訪れて交流する東北ブロッ

クの目玉行事だったが、今回久しぶ

りの開催となった。 

 当日は23人が集い、上下堤正教

会の総パニヒダと水口神父の「心の

大切さ」をテーマにした講話が行わ

れた。また地元信徒が準備した心の

こもった美味しい斎食を共にしなが

ら歓談し、和気あいあいと親しい交

流が出来た。 

▲総パニヒダで永遠の記憶を献じる 

▲水口神父の講話に耳を傾ける 

東北ブロック 

宣教キャラバン 
 ～上下堤正教会で開催～ 

東北ブロック 

宣教委員会 

 

2
月
6
日
㈭
、
一
関
教
会

で
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議

が
開
か
れ
た
。
S

N

S
問
題

の
話
題
か
ら
始
ま
り
、
教
区

と
各
教
会
の
現
状
報
告
や
、

教
区
と
し
て
の
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
も

た
れ
た
。
特
に
教
区
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
、
改
訂
版
の
発
刊

が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
も
の

で
も
あ
り
、
熱
心
な
討
議
が

行
わ
れ
た
。 
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▲福島民報 2020年2月17日掲載  

 

白
河
正
教
会
に
あ
る
至
聖
三
者
の
聖
像
と
就
寝
聖
像
並
び

に
大
十
字
架
（
い
ず
れ
も
山
下
り
ん
の
作
と
さ
れ
る
）
が
新

た
に
福
島
県
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
。
白
河
正
教

会
は
す
で
に
聖
堂
と
共
に
48
点
の
イ
コ
ン
が
文
化
財
の
指
定

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
度
３
点
が
追
加
さ
れ
た
。 

 

至
聖
三
者
の
聖
像
と
大
十
字
架
は
至
聖
所
の
奥
に
あ
り
、

就
寝
聖
像
も
普
段
は
信
徒
の
目
に
触
れ
な
い
が
、
こ
の
指
定

で
改
め
て
価
値
が
認
識
さ
れ
た
。 

 

地
元
の
新
聞
「
福
島
民
報
」
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
、
市
民
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

イコンと十字架 

県重要文化財指定(白河) 

聖堂保存修理事業(函館) 

令和2年12月より開始 

■聖堂保存修理事業の概要 

［工期］ 

 ・令和2年度(2020年)12月末工事着手 

 ・令和4年度(2022年)12月中旬竣工引渡 

［内容］ 

 ・鐘楼部分の耐震工事 ・屋根葺き替え 

 ・外壁の漆喰の全面補修 

 ・イコノスタスとイコン修復 

 ・建具、電気設備等の更新と改善 

 

平
成

28

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
聖
堂
耐
震
診

断
」
の
結
果
を
受
け
、
文
化
庁
や
関
係
諸
機
関
と
協
議

を
進
め
、
鐘
楼
部
の
耐
震
工
事
と
併
せ
て
聖
堂
全
体
の

保
存
修
理
事
業
が
計
画
さ
れ
た
。
総
事
業
費
は
約
四
億

五
千
万
円
で
国
、
道
、
市
、
教
会
が
分
担
し
て
負
担
す

る
。
今
年
3
月
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
祝
福

の
下
、
教
団
へ
工
事
申
請
を
し
認
可
を
受
け
て
、
4

月
に
文
化
庁
に
国
庫
補
助
事
業
の
申
請
を
行
っ
た
。
予

定
で
は
今
年
中
に
実
施
設
計
を
完
了
し
、
2
か
年
の

工
事
を
年
末
か
ら
開
始
す
る
。
一
九
八
八
年
以
来
の
本

格
的
修
理
事
業
が
無
事
終
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 
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［訃 報］ 

 4月15日㈬、かねてより休職され

ていた首司祭イウスチン山口義人神

父様（86歳）が心不全によりご永眠

された。 

 葬儀は4月17日㈮に通夜、18日㈯

に埋葬式がニコライ堂にてセラフィ

ム大主教座下のご司祷、宗務総局長

代務者長司祭マルコ小池神父、東京

復活大聖堂を代表して司祭ミハイル

対中神父、イリヤ武井長輔祭の陪祷

で執り行われた。永遠の記憶。 

 

ー
図
書
案
内
ー 

『
聖
イ
グ
ナ
テ
ィ
・ 

ブ
リ
ャ
ン
チ
ャ
ニ
ノ
フ
著
作
集
』 

 
 

        
 
 

   
 

 

東
日
本
主
教
教
区
宗
務
局
で
は
こ
の
度
、
宣

教
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
と
し
て
十
九
世
紀
ロ
シ
ア
の

三
大
師
父
の
一
人
、
聖
イ
グ
ナ
テ
ィ
・
ブ
リ
ャ

ン
チ
ャ
ニ
ノ
フ
の
著
作
集
の
中
か
ら
厳
選
し
た

も
の
を
翻
訳
し
一
冊
に
し
た
本
を
刊
行
し
ま
し

た
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

聖
イ
グ
ナ
テ
ィ
・
ブ
リ
ャ
ン
チ
ャ
ニ
ノ
フ
は

敬
神
家
、
多
数
の
書
を
著
し
た
作
家
、
高
徳
の

修
道
士
、
信
仰
生
活
の
教
師
と
さ
れ
、
成
聖
者

と
し
て
列
聖
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
著
作
集
は

「
聖
師
父
の
教
え
の
本
質
を
深
く
掘
り
下
げ
、

聖
師
父
の
精
神
を
受
け
継
い
で
お
り
、
現
代
の

信
徒
に
読
み
易
く
、
分
か
り
易
い
も
の
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

難
し
い
こ
と
を
分
か
り
易
く
、
分
か
り
易
い

こ
と
を
深
く
書
か
れ
た
本
書
は
聖
師
父
の
言
葉

か
ら
聖
書
の
理
解
へ
と
進
み
、
信
徒
の
信
仰
生

活
に
お
け
る
霊
的
な
糧
と
な
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
是
非
皆
様
も
ご
一
読
下
さ
い
。 

本
文
よ
り
一
部
抜
粋
（
百
五
十
一
～
百
五
十
二
頁

） 

「
〈
安
和
を
守
れ
〉 

  

主
は
、
力
を
尽
し
て
「
隣
人
と
の
安
和
」
を

守
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
（
マ
ト
フ
ェ
イ
五
・

二
三
～
二
六
）
。
使
徒
も
、
「
も
し
よ
能
く
す

べ
く
ば
、
な
ん
じ
ら
の
力
を
尽
く
し
て
衆
人
と

相
和
せ
よ
」
（
ロ
マ
一
二
・
一
八
）
と
述
べ
て

い
る
。
悪
い
の
は
自
分
か
隣
人
か
黒
白
を
つ
け

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
が
悪

い
と
思
う
よ
う
に
し
、
へ
り
く
だ
っ
て
隣
人
と

の
安
和
を
守
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
」 

 

東
日
本
主
教
教
区
宗
務
局 

発
行 

 
 

ア
レ
ク
セ
イ
・
ポ
タ
ポ
フ
／ 

  
 

マ
ト
フ
ェ
イ
土
田
定
克 

翻
訳 

 
 

 
簡
易
製
本 

Ａ
５
版 

全
三
三
三
頁 

 
 

 

頒
布
献
金 

一
冊 

 

一
三
〇
〇
円 



人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
１
9
年
12
月
～
２
０
2

0
年
4
月
） 

 

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

札
幌 

フ
ォ
マ 

 
 

引
田
五
郎 

2
月
3
日 

 
 
 

メ
ラ
ニ
ヤ 

 

長
岡
恵
美
子
2
月
4
日 

 
 
 

ア
ン
ナ 

 
 

引
田
圭
子 

3
月
13
日 

 
 
 

ニ
ー
コ
ン 

 

高
橋
鉄
郎 

4
月
3
日 

苫
小
牧
リ
ュ
ボ
フ 

 

嶺
野
元
子 

2
月
7
日 

斜
里 

ア
キ
ラ 

 
 

中
島 

巌 

1
月
25
日 

盛
岡 

ソ
フ
ィ
ヤ 

 

林 

久
美
子
12
月
2
日 

一
関 

ア
ナ
ス
タ
シ
ヤ
山
内
洋
子 

1
月
18
日 

盛 
 

ス
テ
フ
ァ
ン 

菊
池
重
司 

2
月
21
日 

金
成 

ア
キ
ラ 

 
 

八
重
柏 

昭
11
月
24
日 

十
文
字
シ
モ
ン 

 
 

菅
原
文
寿 

3
月
14
日 

 
 
 

エ
レ
ナ 

 
 

佐
藤
敏
枝 

4
月
1
日 

日
形 

イ
ウ
ス
チ
ン 
小
野
寺 

哲
1
月
21
日 

佐
沼 

 
 
 
 
 
 

太
田
照
子 

3
月
25
日 

仙
台 

マ
ル
フ
ァ 

 

小
野
寺
キ
リ
3
月
8
日 

白
河 

ユ
リ
ヤ 

 
 

渋
木
ハ
ル
ノ
12
月
1
日 

 
 
 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

函
館 

マ
ト
フ
ェ
イ 

太
田
健
一 

4
月
12
日 

北
鹿 

イ
オ
ア
ン
ナ 

畠
山
久
美 

4
月
29
日 

中
新
田
ル
キ
ナ 

 
 

熊
谷
瑠
仁 

12
月
22
日 

 
 
 

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
三
浦
麻
美 

12
月
22
日 

 
 
 
 

 
 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

◆
婚
配
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
婚
配
日
］ 

中
新
田
ス
テ
フ
ァ
ン 

渡
邊
大
介 

2
月
22
日 

 
 
 

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
三
浦
麻
美 

 
 
 
 

 
 
 

※
婚
配
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

▲新郎はセルギイ渡邊執事長の長男ステ  

 ファン大介兄、頭に掲げられた王冠は、 

 親子二代にわたって使用された  

公 
 

示 
東
日
本
主
教
々
区
各
教
会 

教
役
者
及
び
信
徒
代
議
員 

各
位 

 

＋
ハ
リ
ス
ト
ス
復
活
！ 

 

二
○
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
東
日
本
主
教 

教
区
「
教
区
会
議
」
を
左
記
の
日
程
に
よ
り 

開
催
し
ま
す
。 

 

 

記 
 

 

一
、
場
所 

仙
台
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

二
、
日
時 

6
月
28
日
㈰ 

12
時
半
よ
り 

  

※
詳
細
は
後
日
送
付
さ
れ
る
開
催
要
項
を 

 
 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
2
年
5
月
19
日 

  

日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団 

 
 

東
日
本
主
教
々
区 

 
 

仙
台
の
大
主
教
及
び
東
京
の
副
主
教 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム 


